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1．はじめに

　本校は，沖縄本島から南西に約 300 km離れ
た場所に位置する宮古島にある工業高校である。
昭和 43 年に琉球政府立宮古産業技術学校とし
て開校し，昭和 45 年に琉球政府立宮古工業高
等学校と校名を変更し，昭和 47 年，復帰に伴
い沖縄県立宮古工業高等学校となる。平成 18
年に学科改編が行われ，自動車機械システム科
（自動車コース，機械システムコース），電気情
報科（電気技術コース，情報技術コース），生
活情報科（フードデザインコース，服飾デザイ
ンコース）の 3学科 6コースとなっている。
　近年は，エコデンレース全国大会ワイパーモ
ーター部門 5連覇，若年者ものづくり競技大会
にロボットソフト組込み職種，メカトロニクス
職種，フライス盤職種などに参加し，ロボット
組込み職種で特別賞，メカトロニクス職種で敢
闘賞を受賞している。また，WRO Japan 2015
決勝大会では，パイロット部門で準優勝するな
どの活躍が見られる。

2．知的財産権に関する取組

　平成 24 年度から，「独立行政法人　工業所有

権情報・研修館（INPIT）」が主催する「知的
財産に関する創造力・実践力・活用力開発事業」
に参加している。
　ものづくりを通して，知的財産権の重要性を
学習する機会としている。私の所属する電気情
報科の取組としては，1年生の『工業技術基礎』
で，知的財産権の種類について学習する。その
後，アイディア創出法を学習し，ブレーンスト
ーミングやKJ法を実際に行う。演習としては，
『エッグドロップ』を取り入れ，アイディアを
創出し，試行錯誤することの楽しさを体験させ
ている。『エッグドロップ』とは，生卵（演習
では，ゆで卵を使用）を限られた材料（用紙や
ビニールひもなど）を利用して，卵が割れない
包装を考え製作する。卵を落としても割れなく
するための工夫点を発表し，実際に卵を 3階か
ら落として検証する。その後，意見を出し合い，
2度目の『エッグドロップ』を行う。
　生徒の様子は，とてもイキイキしており，も
のづくりを楽しんでいるように感じた。生徒に
声を聞くと，「またやりたい」「楽しい」などの
声を聞くことができた。うまくアイディアをま
とめきれず途中で挫折する生徒もいたのが，『エ
ッグドロップ』の今後の課題である。
　1年生でものづくりやアイディア創出の演習
を行うことで，2年生や 3年生になってからの
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消波の実験を繰り返しながらその効果を研究し
た。今回は既存の消波ブロックの形で製作した
が，今後新たな形のテトラポッドの製作に取り
組んでみたい。

繊維科　研究テーマ・内容
　「防災デザインタオルの製作」 
　タオルを使用するたびに，描かれている防災
に関するデザインを目にすることで防災意識を
持ち続けることができると考えて製作した。仕
上がりは縦 45 ㎝，横幅 1ｍで並判バスタオル
や一般的なスポーツタオルのサイズであり，日
常生活で使われやすい大きさにしている。 

3．おわりに

　本校では，ものづくり人材の育成を大きな柱
として，地域産業や地域社会と連携して工場見
学やインターンシップ，匠の技教室などに取り

組み，人間性豊かな職業人の育成と将来の地域
産業を担う人材の育成に努めている。生徒たち
は，授業や実習で学んだものづくりの技術や技
能を生かして，日頃お世話になっている地域社
会や人々のために役に立ちたいと考えている。
そのような中で，この防災に役立つものづくり
の実践は，生徒たちにとって最高の力を発揮で
きる機会となった。生徒たちが試行錯誤しなが
ら協働で製作した緊急地震速報受信時キー解放
コントロールシステムや，レスキューロボット
は，テレビや新聞等でも紹介され，工業高校生
の質の高い技術力が評価された。今後も，学校
としてものづくりを生かした地域貢献活動に継
続して取り組み，将来の地域を担う人材の育成
に努めていきたい。

図13　防災デザインタオルの製作

図14　防災標語のデザイン

図11　消波ブロックの製作

図12　海岸模型で消波実験
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実習などの学習につなげている。その集大成と
して課題研究で，各種ロボット製作やスマート
フォンアプリ製作などに各班が課題を見つけア
イディアを出し合い取り組んでいる。

3．宮古島方言の継承

　現在，宮古島方言はユネスコの「絶滅危惧言
語」に指定されている。少子高齢化で，核家族
の増加により宮古島方言に触れる機会が減った
こと，高校を卒業すると進学や就職のため若者
が宮古島から離れていくことも原因だと考えら
れる。地元の人も宮古島方言を話す機会が減り，
沖縄県としても9月18日を「しまくとぅばの日」
に制定し方言を残そうと取組を進めている。宮
古島でも「鳴りとぅゆんみゃ～くふつ方言大
会」，「なりやまあやぐ大会」など宮古島方言に
関わるイベントが開催されている。しかし，若
者にとって魅力的なイベントとはなっていない
のが現状である。
　宮古島市には，東洋一美しいと言われる前浜
ビーチがあり，多数のダイビングスポットがあ
る。「宮古島トライアスロン大会」も開催され
ている。2015 年には伊良部大橋が開通し，観
光客が多く訪れる。観光業に携わる方に話を聞
くと地元の文化や言葉などに興味がある人も多
い。「宮古島方言を聞かれた際に答えきれない
こともある」「宮古島方言は，ニュアンスを伝
えることが難しい」など，日常生活ではなく仕
事においても伝統文化や方言の継承が必要であ
ることが分かった。

4．『宮古島方言辞書アプリ』の作成

　2014 年度，「知的財産権に関する創造力・実
践力・活用力に関する事業」に関わることとな
り，電気情報科の新しい特色を出したいと考え
た。今までは，工業技術基礎や課題研究で製作

しているアイディアロボット，相撲ロボット，
マイコンカーラリーなどで知的財産権に関する
こととして取り組むことが多かった。この取組
は，全国的にも盛んに取り組まれているので，
何か本校の特色ある取組を行いたいと考えた。
　そこで，生徒のほとんどが所有しているスマ
ートフォンに注目した。スマートフォンのアプ
リ製作を通して「イラスト（キャラクター）」「音
楽（音声）」「プログラム」など知的財産権を学
習し，特色とすることとした。
　年度初めの 4月に宮古島に関わるアプリ製作
を行いたいと生徒と話し合いを持ち，「宮古島
方言辞書アプリ（以下，アプリ）」を製作する
ことにした。
　アプリを製作する企画段階で，アイディア創
出法が役に立った。ターゲットの決定や表示方
法，検索方法などを決定するまでに，ブレーン
ストーミングや KJ法，マインドマップなどを
使用し，アプリの概要をまとめていった。ター
ゲットは，観光客や宮古島方言をあまり話せな
い若年者とした。表示方法は，文字だけでは，
ニュアンスや使用場面が分かりにくい部分もあ
るので，4コマ漫画やイラストを使用すること
にした。インターネットや日常で使用している
宮古島方言をまとめて掲載語句の一覧を作成し
た。
　仕様が固まってきたところで，イラスト班と
プログラム班に別れて課題研究を進めた（図1）。
　イラスト班は，最初に語句の選定を行った。

図1　プログラム作成の様子
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語句に合わせて 4コマ漫画を考え，イラストの
作成などを行った。
　プログラム班は開発環境を作ることから始め
たが，うまく設定が行かなかったこともあり開
発手法を変更した。当初は，Javaを使用して
の開発を行う予定でいたが，Google社が提供
している AppInventerで行った。インターネッ
トを使用して開発ができるため，開発環境の設
定がいらず，作業をスムーズに進めることがで
きた。未完成ではあったが，11 月初旬の宮古島
産業まつりにアプリを出展した。地域の方の反
応を確かめたいと思ったからである。地域の課
題に対して高校生が取り組んでいることもあ
り，多くの方に体験してもらい意見をもらうこ
とができた。「面白い取組だね」「iPhone版があ
ればダウンロードするよ」「頑張って作ってね」
「いつからダウンロードできるの？」「音声が出
るともっと良くなると思うよ」などの声を頂い
た（図 2）。作業していく中で，気付かなかっ
た指摘もあり，とても参考になった。
　他にも沖縄県産業教育フェアで展示，1月に
は，IT津梁まつり 2015 で展示・プレゼンテー
ションを行った。IT津梁まつりとは，沖縄県
が主催し，教育界・産業界・地域・行政の 4者
が一体になって新たな人材育成のモデル形成へ
のきっかけとするイベントである。その中で，
大学・専門学校を含めたソフトウェア部門で最
優秀賞を受賞することができた（図 3）。プレ

ゼンテーション部門でも優良賞を受賞した。多
くの場で発表したことで，生徒は積極的にコミ
ュニケーションを取るようになり，自分たちの
開発したアプリを積極的に説明していた。
　また，宮古島で発行されているフリーペーパ
ー『宮古島 BB.com』や宮古テレビ，新聞社 4
社に取材をしてもらい取組を県内各地にアピー
ルすることができた。
　2015年 1月 26日には「GooglePlay」に登録し，
Android端末でダウンロードできるようになっ
た。

5．『宮古島方言アプリ』の引き継ぎ

　新年度になり，課題研究でプログラムに興味
がある生徒たちと開発をすすめることとした。
　はじめに，昨年度の課題点を確認し，どのよ
うにアプリの開発を進めていくのかを確認し
た。クラスの半分以上が iOS対応のスマートフ
ォンのため iOSには対応させたい。次に，音声
が出ると宮古島方言の独特の訛り（アクセント）
などを確認できるので，「音声を出せるように
したい」などの声が上がった。その後，時間が
あれば方言を増やしていくことになった。
　プログラムを組む前にレイアウトなどの設計
から見直すこととした。仕様は昨年度のベース
があるので早く進んだ。スクロールしないとメ
ニューのすべてを見ることができなかったの
で，スクロール無しで，メニューを選択できる図2　産業まつりで説明している様子

図3　IT 津梁まつり2015表彰後
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ようにすることとした。
　iOSアプリを開発するためには Macが必要で
ある。本校にはMacがないので対応できない。
そこで，それを代替できるサービスなどはない
か色々と調べると，ハイブリッドアプリの開発
が行える「Monaca」を見つけた。このサービ
スを使用して，アプリサービスを行うこととし
た。
　『Monaca』は，HTMLや CSS，Java Scriptな
どで，システムを構築して『PhotoGap』を使
用して各 OSに合わせてビルドを実行してくれ
るインターネット上のサービスなので，環境の
設定を特別行わなくても良い点が魅力だった。
開発環境を整えるだけでも時間がかかったりす
るが，その手間がないことは，1年単位の課題
研究として取り組むのにとても良い点で，すぐ
に開発に取り掛かることができた。また，動作
確認用のアプリである『Monacaデベロッパー
アプリ』を使うことで，タブレット端末やスマ
ートフォンですぐに動作確認を行うことができ
た。
　10 月 31 日からの全国産業教育フェアで「知
的財産に関する創造力・実践力・活用力開発事
業　成果展示・発表会」に参加した。生徒は，
ブースで積極的に話しかけ自分たちの作品をア
ピールしていた。発表においても，堂々とした
発表をすることができた（図 4）。アプリ製作
をすることが自信につながったと思われる。
　今年度の課題として上がっていた音声につい
ては，自分たちの声を録音しアプリに収録した。

アプリでは，画面をタップすることで，音声が
流れるようにした。
　沖縄県の広報番組である「うまんちゅひろば」
に取り上げてもらった。その際に，宮古島方言
をまとめた書籍を発行している地域の方と関わ
る機会を持たせてもらった。取材後も宮古島方
言を教えていただけることになった。新しいバ
ージョンを早めにリリースできるようにしてい
くために取り組んでいる。今後も連携し，方言
の収録を行いアプリに反映させていきたい。
　また，当初の目標であった，iOS版に対応さ
せるためにAppStoreに登録申請準備中である。
今年度中には，iOS版と Andoroid版をリリー
スしていく予定である。

6．今後の課題

　宮古島方言アプリは，教師や生徒の力だけで
作り上げていくことは難しい部分がある。技術
的な部分は地域企業との連携，宮古島方言につ
いては地域の方との連携が必要になる。地域の
良さが伝わるように，知的財産権を意識させつ
つ，これからも開発を進めていくための環境を
作りながら，学校の特色となる取組として続け
ていきたい。

7．まとめ

　地域の課題に取り組むことで，生徒が地域と
関わり自信を持つきっかけになった。工業高校
は商業高校や農業高校と比べて，課題研究など
で地域との連携が少ないと感じる。地域と関わ
りを持ち課題に取り組むことも，これからの工
業高校の地域社会へのアピールのためには必要
なことだと思う。これからも，アプリの開発を
進め地域との関わりを持ち生徒のやる気を引き
出していきたい。

図4　全国産業教育フェアで来場者に説明
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